
日本中医学会設立シンポジウム

日本中医学会雑誌　Vol.1 No.1　2011　25

SymposiumSymposium 日本中医学会設立シンポジウム

現代科学からみた中医学
日本中医学会　理事長
日本大学医学部脳神経外科学系・光量子脳工学分野　教授　酒谷 薫

　中国伝統医学（中医学）は，陰陽五行学説を基礎として人体機能を考える。陰陽
五行学説は古代中国の自然哲学であり，難解で不可解なものとして日本漢方では重
視されてこなかった。しかし，現代科学の視点から見直してみると，陰陽五行学説
のユニークな考え方が浮かび上がってくる。本稿では，陰陽五行学説の考え方を現
代科学の観点から読み解き，これを基にして中医学の人体機能や病態に対する考え
方について解説する。
１．陰陽五行学説と複雑系

　陰陽五行学説は陰陽学説と五行学説から成り立っている。まず陰陽学説であるが，
太極図の中にその意味することがすべて示されている。太極図で注目すべき点は，
白（陽）と黒（陰）の中に反対要素である極化点が存在することである。これによ
り人間を含めた世界というものは無限に陰陽に分割され，そのすべての部分が太極
図と同じ構造を持つことになる。すなわち，部分が全体を示すというフラクタルな
世界観を示している。中医学では，舌や耳等の身体の一部分に全身状態が反映され
ていると考えるが，もし人体がフラクタルな構造を持つと仮定するとこの考え方も
理解できる。五行学説は，中医学における臓器機能の基礎となっている。五行学説
に従って臓腑（五臓）は木・火・土・金・水の５種類に分類され，各臓腑の間には
相生（＝ positive feed forward）と相克（＝ negative feed forward）という力学的
関係が存在し，その相互作用により全体の機能バランスが維持されていると考える。
興味深いことに，この考え方はカオス理論による生体モデルに酷似している。
２．中医学における人体機能と病態

　中医学における臓器の特徴は，脳が臓腑（五臓六腑）に含まれていない点である。
すなわち中医学では，脳のさまざまな機能を五行学説に従い五臓六腑や関連する器官
に分散させているのである。このため脳疾患は単一臓器の障害ではなく，上述の臓器
間の機能バランスの障害による全身性疾患と考えられている。もう一つの特徴は，陰
陽学説のフラクタルな世界観によりヒトと環境を一体として捉えている点である。つ
まり西洋医学では，ヒトは皮膚などのさまざまな「膜」により外界より分離した環境
を保つことにより生命活動を維持していると考えるが，中医学では，ヒトは環境と一
体化して存在し，ヒトの機能は環境から強い影響を受けると考えられている。
３．まとめ

　陰陽五行学説に基づいた中医学の人体機能に対する考え方は，われわれの西洋医
学と異なるが，非科学的なものではなく，複雑系理論などの現代科学にも通じるユ
ニークなものである。
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図１　日本漢方と中医学の診断治療プロセスの違い
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陰陽学説とフラクタル理論

図２　太極図とフラクタル
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五行学説とカオス理論

図３　陰陽学説をベースとした中医学の診断と治療
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西洋医学と中医学の差異

図５　西洋医学と中医学の差異

図４　五行学説による中医学の人体機能とカオス生体モデルの類似性
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中医学と脳科学

図６　合谷刺激（左）とマルチチャンネルNIRSの計測プローブの設置
状況（右）
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図７　マルチチャンネルNIRSによる前頭前野のHb濃度変化
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